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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 8月 24日 (2007.8.24)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ の 方 向 に 延 在 し て 第 １ の 方 向 と 交 差 す る 第 ２ の 方 向 に 並 設 さ れ た 多 数 の 第 １ 電 極 と
、 前 記 第 １ 電 極 を 覆 っ て 形 成 さ れ た 層 間 絶 縁 膜 と 、 前 記 絶 縁 膜 上 で 前 記 第 ２ の 方 向 に 延 在
し て 前 記 第 １ の 方 向 に 並 設 さ れ た 多 数 の 第 ２ 電 極 と 、 前 記 第 １ 電 極 と 前 記 第 ２ 電 極 と の 交
叉 部 付 近 に 設 け ら れ た 電 子 源 を 有 す る 多 数 の 画 素 を 備 え た 表 示 領 域 を 背 面 基 板 上 に 形 成 し
た 背 面 パ ネ ル と 、
　 前 記 背 面 パ ネ ル の 前 記 表 示 領 域 に 有 す る 前 記 電 子 源 か ら 取 り 出 さ れ る 電 子 の 励 起 で 発 光
す る 複 数 色 の 蛍 光 体 層 と 第 ３ 電 極 を 前 面 基 板 に 形 成 し た 前 面 パ ネ ル と 、
　 前 記 背 面 パ ネ ル と 前 記 前 面 パ ネ ル の 周 辺 部 に 介 在 し て 両 パ ネ ル を 封 止 す る 封 止 枠 と を 具
備 し 、
　 前 記 第 １ 電 極 の 少 な く と も 一 端 は 前 記 表 示 領 域 か ら 前 記 背 面 パ ネ ル と 前 記 封 止 枠 と が 対
向 す る 封 止 領 域 を 通 し て 外 側 に 引 き 出 さ れ た 第 １ 電 極 引 出 端 子 を 有 し 、
　 前 記 第 ２ 電 極 の 少 な く と も 一 端 は 前 記 表 示 領 域 か ら 前 記 背 面 パ ネ ル と 前 記 封 止 枠 と が 対
向 す る 封 止 領 域 を 通 し て 外 側 に 引 き 出 さ れ た 第 ２ 電 極 引 出 端 子 を 有 し 、
　 前 記 第 １ 電 極 引 出 端 子 と 前 記 第 ２ 電 極 引 出 端 子 の 一 方 ま た は 両 方 は 、 少 な く と も 前 記 封
止 枠 の 内 側 ま で は 平 行 で あ こ と を 特 徴 と す る 自 発 光 平
面 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 第 １ の 方 向 に 延 在 し て 第 １ の 方 向 と 交 差 す る 第 ２ の 方 向 に 並 設 さ れ た 多 数 の 第 １ 電 極 と
、 前 記 第 １ 電 極 を 覆 っ て 形 成 さ れ た 層 間 絶 縁 膜 と 、 前 記 層 間 絶 縁 膜 上 で 前 記 第 ２ の 方 向 に
延 在 し て 前 記 第 １ の 方 向 に 並 設 さ れ た 多 数 の 第 ２ 電 極 と 、 前 記 第 １ 電 極 と 前 記 第 ２ 電 極 と
の 交 叉 部 付 近 に 設 け ら れ た 電 子 源 を 有 す る 多 数 の 画 素 を 備 え た 表 示 領 域 を 背 面 基 板 上 に 形
成 し た 背 面 パ ネ ル と 、
　 前 記 背 面 パ ネ ル の 前 記 表 示 領 域 に 有 す る 前 記 電 子 源 か ら 取 り 出 さ れ る 電 子 の 励 起 で 発 光
す る 複 数 色 の 蛍 光 体 層 と 第 ３ 電 極 を 前 面 基 板 に 形 成 し た 前 面 パ ネ ル と 、
　 前 記 背 面 パ ネ ル と 前 記 前 面 パ ネ ル の 周 辺 部 に 介 在 し て 両 パ ネ ル を 封 止 す る 封 止 枠 と を 具
備 し 、

り 、 該 封 止 枠 の 外 側 で は 平 行 で な い



　 前 記 第 １ 電 極 の 少 な く と も 一 端 に は 前 記 表 示 領 域 か ら 前 記 背 面 パ ネ ル と 前 記 封 止 枠 と が
対 向 す る 封 止 領 域 を 通 し て 外 側 に 引 き 出 さ れ た 第 １ 電 極 引 出 端 子 を 有 し 、
　 前 記 第 ２ 電 極 の 少 な く と も 一 端 に は 前 記 表 示 領 域 か ら 前 記 背 面 パ ネ ル と 前 記 封 止 枠 と が
対 向 す る 封 止 領 域 を 通 し て 外 側 に 引 き 出 さ れ た 第 ２ 電 極 引 出 端 子 を 有 し 、
　 前 記 第 １ 電 極 引 出 端 子 と 前 記 第 ２ 電 極 引 出 端 子 の 一 方 ま た は 両 方 の 一 部 に は 、 前 記 封 止
枠 の 内 側 近 傍 に 外 部 設 置 の 駆 動 回 路 に 向 か っ て 引 き 出 す た め の 折 れ 曲 り 部 を 有 し 、 該 折 れ
曲 り 部 を 形 成 し た こ と に よ り 前 記 層 間 絶 縁 ま た は 前 記 背 面 基 板 の 表 面 に 露 呈 部 分 を 有 し
、
　 前 記 折 れ 曲 り 部 と 前 記 封 止 枠 の 距 離 を Ｌ １ 、 前 記 封 止 枠 の 高 さ を Ｈ 、 前 記 第 3電 極
の 周 縁 と 前 記 封 止 枠 の 間 の 距 離 を Ｌ ２ と し た と き 、
　 　 １ ２ mm≦ （ Ｌ １ ＋ Ｈ ＋ Ｌ ２ ） ≦ ３ ８ mm
で あ る こ と を 特 徴 と す る 自 発 光 平 面 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 第 １ の 方 向 に 延 在 し て 第 １ の 方 向 と 交 差 す る 第 ２ の 方 向 に 並 設 さ れ た 多 数 の 第 １ 電 極 と
、 前 記 第 １ 電 極 を 覆 っ て 形 成 さ れ た 層 間 絶 縁 膜 と 、 前 記 層 間 絶 縁 膜 上 で 前 記 第 ２ の 方 向 に
延 在 し て 前 記 第 １ の 方 向 に 並 設 さ れ た 多 数 の 第 ２ 電 極 と 、 前 記 第 １ 電 極 と 前 記 第 ２ 電 極 と
の 交 叉 部 付 近 に 設 け ら れ た 電 子 源 を 有 す る 多 数 の 画 素 を 備 え た 表 示 領 域 を 背 面 基 板 上 に 形
成 し た 背 面 パ ネ ル と 、
　 前 記 背 面 パ ネ ル の 前 記 表 示 領 域 に 有 す る 前 記 電 子 源 か ら 取 り 出 さ れ る 電 子 の 励 起 で 発 光
す る 複 数 色 の 蛍 光 体 層 と 第 ３ 電 極 を 前 面 基 板 に 形 成 し た 前 面 パ ネ ル と 、
　 前 記 背 面 パ ネ ル と 前 記 前 面 パ ネ ル の 周 辺 部 に 介 在 し て 両 パ ネ ル を 封 止 す る 封 止 枠 と を 具
備 し 、
　 前 記 第 １ 電 極 の 少 な く と も 一 端 に は 前 記 表 示 領 域 か ら 前 記 背 面 パ ネ ル と 前 記 封 止 枠 と が
対 向 す る 封 止 領 域 を 通 し て 外 側 に 引 き 出 さ れ た 第 １ 電 極 引 出 端 子 を 有 し 、
　 前 記 第 ２ 電 極 の 少 な く と も 一 端 に は 前 記 表 示 領 域 か ら 前 記 背 面 パ ネ ル と 前 記 封 止 枠 と が
対 向 す る 封 止 領 域 を 通 し て 外 側 に 引 き 出 さ れ た 第 ２ 電 極 引 出 端 子 を 有 し 、
　 前 記 第 １ 電 極 引 出 端 子 と 前 記 第 ２ 電 極 引 出 端 子 の 一 方 ま た は 両 方 の 一 部 に は 、 前 記 封 止
枠 の 内 側 近 傍 に 外 部 設 置 の 駆 動 回 路 に 向 か っ て 引 き 出 す た め の 折 れ 曲 り 部 を 有 し 、 該 折 れ
曲 り 部 を 形 成 し た こ と に よ り 前 記 層 間 絶 縁 ま た は 前 記 背 面 基 板 の 表 面 に 形 成 さ れ る 露 呈
部 分 に 、 前 記 第 １ 電 極 引 出 端 子 と 前 記 第 ２ 電 極 引 出 端 子 の 一 方 又 は 両 方 の 面 積 を 拡 大 し た
拡 大 電 極 部 分 を 形 成 し て な る こ と を 特 徴 と す る 自 発 光 平 面 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 背 面 パ ネ ル と 前 記 前 面 パ ネ ル の 間 、 か つ 前 記 封 止 枠 の 内 側 に 、 前 記 背 面 パ ネ ル と 前
記 前 面 パ ネ ル の 間 を 所 定 間 隔 に 保 持 す る １ ま た は 複 数 の 隔 壁 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ 乃 至 ３ の 何 れ か に 記 載 の 自 発 光 平 面 表 示 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 封 止 枠 Ｍ Ｆ Ｌ は 背 面 パ ネ ル Ｐ Ｎ Ｌ 1と 前 面 パ ネ ル Ｐ Ｎ Ｌ ２ と の 間 の 内 周 に フ リ ッ
ト ガ ラ ス な ど の 接 着 材 で 固 着 さ れ る 。 背 面 パ ネ ル Ｐ Ｎ Ｌ 1と 前 面 パ ネ ル Ｐ Ｎ Ｌ ２ お よ び 封
止 枠 Ｍ Ｆ Ｌ で 形 成 さ れ る 内 部 の 真 空 度 は 、 例 え ば １ ０ - 5 ～ １ ０ - 7 Ｔ ｏ ｒ ｒ と さ れ る 。 表 示
画 面 サ イ ズ が 大 き い も の で は 、 背 面 パ ネ ル と 前 面 パ ネ ル の 間 に 間 隙 保 持 部 材 （ 隔 壁 、 あ る
い は ス ペ ー サ ） を 介 挿 し て 固 定 し 、 両 基 間 を 所 定 の 間 隔 に 保 持 し て い る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 背 面 パ ネ ル Ｐ Ｎ Ｌ １ に 有 す る デ ー タ 線 Dは デ ー タ 線 引 出 端 子 で 封 止 枠 Ｍ Ｆ Ｌ の 外 部 に 引
き 出 さ れ る 。 同 様 に 、 走 査 線 Ｓ は 走 査 線 引 出 端 子 Ｓ Ｔ で 封 止 枠 Ｍ Ｆ Ｌ の 外 部 に 引 き 出 さ れ
る 。 こ れ ら の 引 出 端 子 は 、 通 常 は 背 面 パ ネ ル Ｐ Ｎ Ｌ １ の 外 周 部 に 搭 載 し た 駆 動 回 路 チ ッ プ
の 端 子 に 接 続 さ れ る 。 以 下 の 説 明 で は 走 査 線 Sと 走 査 線 引 出 端 子 Ｓ Ｔ に つ い て の み 示 す が
、 デ ー タ 線 と デ ー タ 線 引 出 端 子 に つ い て も 同 様 で あ る 。 す な わ ち 、 走 査 線 引 出 端 子 Ｓ Ｔ は
走 査 線 駆 動 回 路 チ ッ プ Ｓ Ｄ Ｒ の 端 子 に 接 続 る 。 走 査 線 駆 動 回 路 チ ッ プ Ｓ Ｄ Ｒ は 複 数 個
搭 載 さ れ て お り 、 一 つ の 走 査 線 駆 動 回 路 チ ッ プ は 複 数 本 の 電 極 引 出 端 子 に 信 号 を 供 給 す る
。 走 査 線 駆 動 回 路 チ ッ プ Ｓ Ｄ Ｒ の 端 子 間 隔 は 走 査 間 隔 よ り も 狭 い 。 そ の た め 、 各 走
査 線 駆 動 回 路 チ ッ プ Ｓ Ｄ Ｒ に 接 続 す る 複 数 の 走 査 線 引 出 端 子 Ｓ Ｔ 対 応 す る 走 査 線 駆 動 回
路 チ ッ プ Ｓ Ｄ Ｒ の 端 子 に 向 け て 収 束 す る よ う に 封 止 枠 Ｍ Ｆ Ｌ の 内 側 近 傍 に 折 り 曲 げ 部 が
形 成 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 実 施 例 １ の 特 徴 は 、 デ ー タ 線 引 出 端 子 と 走 査 線 引 出 端 子 Ｓ Ｔ の 一 方 ま た は 両 方 を 、 少 な
く と も 封 止 枠 Ｍ Ｆ Ｌ の 内 側 ま で は 平 行 に 形 成 し て 、 隣 接 す る

走 査 線 駆 動 回 路 チ ッ プ SDRに 接 続 さ れ た 引 出 端 子 の 折 り 曲 げ 部 に よ っ て 形 成 さ れ る 隙 間 Q
が 背 面 パ ネ ル Ｐ Ｎ Ｌ １ と 封 止 枠 Ｍ Ｆ Ｌ の 封 止 領 域 （ 接 着 領 域 ） か ら 内 側 に は み 出 さ な い 位
置 に 存 在 さ せ た 点 で あ る 。 な お 、 図 １ で は 走 査 線 引 出 端 子 Ｓ Ｔ に つ い て の み 図 示 し た が 、
デ ー タ 線 引 出 端 子 に つ い て も 同 様 で あ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 実 施 例 １ に よ り 、 デ ー タ 線 引 出 端 子 と 走 査 線 引 出 端 子 の 一 方 ま た は 双 方 の

封 止 枠 Ｍ Ｆ Ｌ 内 側 近 傍 で 層 間 絶 縁 膜 あ る い は 背 面 基 板 が 大 き く 露 呈 す る こ
と が な く 、 従 っ て 動 作 中 で の 帯 電 が 抑 制 さ れ 、 封 止 枠 の 表 面 を 伝 っ て 陽 極 と の 間 で 放 電 が
発 生 す る の を 防 止 で き る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の 電 子 源 の 構 造 を 、 そ の 製 造 工 程 で 説 明 す る 。 先 ず 、 背 面 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ １ 上 に 下 部 電 極
Ｄ Ｅ Ｄ 、 保 護 絶 縁 層 Ｉ Ｎ Ｓ １ 、 絶 縁 層 Ｉ Ｎ Ｓ ２ を 形 成 す る 。 次 に 、 層 間 絶 縁 膜 Ｉ Ｎ Ｓ ３ と
、 上 部 電 極 Ａ Ｅ Ｄ へ の 給 電 線 と な る 上 部 バ ス 電 極 と ス ペ ー サ を 配 置 す る た め の ス ペ ー サ 電
極 と な る 金 属 膜 を 、 例 え ば ス パ ッ タ リ ン グ 法 等 で 成 膜 す る 。 層 間 絶 縁 膜 Ｉ Ｎ Ｓ ３ と し て は
、 例 え ば シ リ コ ン 酸 化 物 や シ リ コ ン 窒 化 、 シ リ コ ン な ど を 用 い る こ と が で き る 。 こ こ で
は 、 シ リ コ ン 窒 化 を 用 い 膜 厚 は １ ０ ０ ｎ ｍ と し た 。 こ の 層 間 絶 縁 膜 Ｉ Ｎ Ｓ ３ は 、 陽 極 酸
化 で 形 成 す る 保 護 絶 縁 層 Ｉ Ｎ Ｓ １ に ピ ン ホ ー ル が あ っ た 場 合 、 そ の 欠 陥 を 埋 め 、 下 部 電 極
Ｄ Ｅ Ｄ と 走 査 線 と な る 上 部 バ ス 電 金 属 膜 下 層 Ｍ Ｄ Ｌ と 金 属 膜 上 層 Ｍ Ａ Ｌ の 間 に 金 属 膜
中 間 層 Ｍ Ｍ Ｌ と し て Ｃ ｕ を 挟 ん だ ３ 層 の 積 層 膜 ） 間 の 絶 縁 を 保 つ 役 割 を 果 た す 。
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【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 な お 、 走 査 線 と な る 上 部 バ ス 電 極 は 、 上 記 の ３ 層 積 層 膜 は 限 ら ず 、 そ れ 以 上 と
す る こ と も で き る 。 例 え ば 、 金 属 膜 下 層 Ｍ Ｄ Ｌ 、 金 属 膜 上 層 Ｍ Ａ Ｌ と し て
Ａ ｌ や ク ロ ム （ Ｃ ｒ ） 、 タ ン グ ス テ ン （ Ｗ ） 、 モ リ ブ デ ン （ Ｍ ｏ ） な ど の 耐 酸 化 性 の 高
い 金 属 材 料 、 ま た は そ れ ら を 含 む 合 金 や そ れ ら の 積 層 膜 を 用 い る こ と が で き る 。 な お 、 こ
こ で は 金 属 膜 下 層 Ｍ Ｄ Ｌ 、 金 属 膜 上 層 Ｍ Ａ Ｌ と し て Ａ ｌ － Ｎ ｄ

の 合 金 を 用 い た 。 こ の 他 に 、 金 属 膜 下 層 Ｍ Ｄ Ｌ と し て Ａ ｌ 合 金 と Ｃ ｒ 、 Ｗ 、 Ｍ ｏ な ど の
積 層 膜 を 用 い 、 金 属 膜 上 層 Ｍ Ａ Ｌ と し て Ｃ ｒ 、 Ｗ 、 Ｍ ｏ な ど と Ａ ｌ 合 金 の 積 層 膜 を 用 い て
、 金 属 膜 中 間 層 Ｍ Ｍ Ｌ の Ｃ ｕ に 接 す る 膜 を 高 融 点 金 属 と し た ５ 層 膜 を 用 い る こ と で 、 画 像
表 示 装 置 の 製 造 プ ロ セ ス に お け る 加 熱 工 程 の 際 に 、 高 融 点 金 属 が バ リ ア 膜 と な っ て Ａ ｌ と
Ｃ ｕ の 合 金 化 を 抑 制 で き る の で 、 低 抵 抗 化 に 特 に 有 効 で あ る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 Ｍ ｏ を 用 い た ５ 層 膜 の 場 合 も 、 エ ッ チ ン グ 液 に 硝 酸 を 加 え な い こ と に よ り Ｍ ｏ と Ｃ ｕ
を エ ッ チ ン グ せ ず ｌ － Ｎ ｄ 合 金 の 択 的 に エ ッ チ ン グ 加 工 す る こ と が 可 能 で あ る 。
こ こ で は 、 金 属 膜 上 層 Ｍ Ａ Ｌ を １ ピ ク セ ル あ た り １ 本 形 成 し た が 、 ２ 本 形 成 す る こ と も 可
能 で あ る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 続 い て 、 ス ク リ ー ン 印 刷 に よ る レ ジ ス ト の パ タ ー ニ ン グ と エ ッ チ ン グ 加 工 に よ り 金 属 膜
下 層 Ｍ Ｄ Ｌ を 下 部 電 極 Ｄ Ｅ Ｄ と 交 差 す る ス ト ラ イ プ 形 状 に 加 工 す る 。 こ の エ ッ チ ン グ 加
工 は 燐 酸 、 酢 酸 の 混 合 水 溶 液 で の ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ で 行 う 。 そ の 際 、 印 刷 す る レ ジ ス ト
膜 を 金 属 膜 上 層 Ｍ Ａ Ｌ の ス ト ラ イ プ 電 極 位 置 ず ら す こ と に よ り 、 金 属 膜 下 層 Ｍ Ｄ Ｌ
の 片 側 Ｅ Ｇ １ 金 属 膜 上 層 Ｍ Ａ Ｌ よ り 張 り 出 さ せ て 、 後 の 工 程 で 上 部 電 極 Ａ Ｅ
Ｄ と の 接 続 を 確 保 す る コ ン タ ク ト 部 と 、 金 属 膜 下 層 Ｍ Ｄ Ｌ の

反 対 側 Ｅ Ｇ ２ で は 金 属 膜 上 層 Ｍ Ａ Ｌ と 金 属 膜 中 間 層 Ｍ
Ｌ を マ ス ク と し て オ ー バ ー エ ッ チ ン グ 加 工 が な さ れ 、 金 属 膜 中 間 層 Ｍ Ｍ Ｌ に 庇 を 形 成 す る
如 く 後 退 し た 部 分 が 形 成 さ れ る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 最 後 に 、 上 部 電 極 Ａ Ｅ Ｄ の 成 膜 を 行 う 。 こ の 成 膜 に は ス パ ッ タ 法 を 用 い る 。 上 部 電 極 Ａ
Ｅ Ｄ と し て は 、 例 え ば Ｉ ｒ 、 Ｐ ｔ 、 金 （ Ａ ｕ の 積 層 膜 を 用 い 、
そ の 膜 厚 は 例 え ば ６ ｎ ｍ と し た 。 こ の 時 、 上 部 電 極 Ａ Ｅ Ｄ は 部 を 挟 む ２ 本 の 上 部 バ ス
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電 極 （ 金 属 膜 下 層 Ｍ Ｄ Ｌ 、 金 属 膜 中 間 層 Ｍ Ｍ Ｌ 、 金 属 膜 上 層 Ｍ Ａ Ｌ の 積 層 膜 ） の 一 方
（ 図 ５ （ ｃ ） の 右 側 ） で は 、 金 属 膜 中 間 層 Ｍ Ｍ Ｌ と 金 属 膜 上 層 Ｍ Ａ Ｌ の 庇 構 造 に よ る 金

属 膜 下 層 Ｍ Ｄ Ｌ の 後 退 部 （ Ｅ Ｇ ２ ） に よ り 切 断 さ れ る 。 そ し て 、 他 方
（ 図 ５ （ ｃ ） の 左 側 ） で は 、 上 部 バ ス 電 極 （ 金 属 膜 下 層 Ｍ Ｄ Ｌ 、 金

属 膜 中 間 層 Ｍ Ｍ Ｌ 、 金 属 膜 上 層 Ｍ Ａ Ｌ の 積 層 膜 ） と は 金 属 膜 下 層 Ｍ Ｄ Ｌ の コ ン タ ク ト 部 （
Ｅ Ｇ １ ） に よ り 断 線 を 起 こ さ ず に 成 膜 接 続 さ れ て 、 電 子 放 出 部 電 さ れ る 構 造 と な る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ の 前 面 パ ネ ル PNL２ と 背 面 パ ネ ル PNL１ と を 対 向 さ せ 、 対 向 間 を 所 定 の 間 隔 保 つ た め
に 幅 約 ８ ０ μ ｍ 、 高 さ 約 ２ ． ５ ｍ ｍ の リ ブ 状 の ス ペ ー サ （ 隔 壁 、 図 示 せ ず ） を 走 査 線 Sの
上 、 か つ 走 査 線 Sの 延 在 方 向 に 沿 っ て 介 在 さ せ て 固 定 し た 。 両 パ ネ ル の
周 辺 部 に は ガ ラ ス か ら な る 封 止 枠 MFLを 設 置 し 、 両 パ ネ ル に 挟 ま れ た 内 部 空 間 が 外 部 と 隔
絶 さ れ た 構 造 と な る よ う に 図 示 し な い フ リ ッ ト ガ ラ ス を 用 い て 固 定 し
た
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 フ リ ッ ト ガ ラ ス を 用 い た ス ペ ー サ の 固 着 の 際 に は 、 約 ４ ０ ０ ℃ で の 加 熱 を 行 な っ た 。 そ
の 後 、 装 置 内 部 を 約 １ μ Ｐ ａ ま で 排 気 管 Ｅ Ｘ Ｃ を 通 し て 排 気 し た 後 に 封 じ
切 っ た 。
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